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安全意識の高まりや社会の変化により，食品を製造する
環境は日々変化が求められている．容器詰加熱殺菌食品
の製造方法は大きく変わるものではないが，現在の法律，
社会情勢，製造環境の変化などを含めながら主な製品の製
造方法について紹介する．第１回は，マグロ・カツオ，サ
ケ・マスについて解説する．
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缶詰・びん詰・レトルト食品の製造方法と
その科学

………………………………………… 武田　淳
　Ⅰ．マグロ・カツオとサケ・マス

日本缶詰びん詰レトルト食品協会 研究所では，容器詰食品
に関する調査・研究の結果を技術大会で発表しているが，
過去の発表内容を研究分野ごとに再編集してお届けする．
本稿では食品工学研究室の研究テーマ２編について紹介する．
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黒川勇人

…………………………………………
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49
2023 年1～ 6月期の缶詰，びん詰生産は94.6万トン
（15,199万箱．実箱）で，前年対比95.1％となっている．
内訳は，丸缶91.9万トン，14,756万箱（飲料を除いた丸缶で
は6.4万トン，836万箱），大缶0.9万トン，51万箱，びん
詰1.8万トン，392万箱となっている．レトルト食品の生産は，
15.8万トン（2,472万箱）で前年対比106.4％となっている．
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